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コロナ禍の休校などで今年度は外遊びの時間が少なくなった子どもたち。
そのことを憂慮し、自然活動の中で健全な成長ができるよう、国がボー
イスカウト日本連盟にイベントの企画運営を委託し、開催されました。
身近な自然とのふれあいの場を用意し、年長から小学５年までの一般
30人、ボーイスカウト隊員20人が楽しい一日を過ごしました。

毎年11月23日の「勤労感謝の日」を市子連では「勤勉
4

感謝の日」とし、
子どもが勉強のことを忘れて、思いっきり野外で遊ぶ日としています。
イベントには市内に住んでいる児童なら誰でも参加でき、中高生のジュ
ニア・リーダーがレクリエーションを企画・準備。当日は司会進行も務
め、大いに盛り上がりました。
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ボーイスカウトは1907年に英国で始まった青少年教育活動で、現在世界で170の国
と地域の約4,000万人が日々、野外での活動を通して、子どもたちが自主性、協調性、
社会性、たくましさ、リーダーシップなどを育んでいます。４年に１度、「世界スカウ
トジャンボリー」が開かれ、世界中の団員が集まり交流することで、それぞれの意識を
高めるきっかけに。2022年には日本のボーイスカウト100周年の節目を迎えます。

宮崎市子連では、子どもの心の成長の糧となる生活体験や社会体験、自然体験などの体
験的学習の機会が減少するなか、「子どもの手による子ども会」を目指し、さまざまな体
験や活動の場を提供しています。２月の駅伝大会、５月の一ッ葉ビーチでの「砂の造形
コンクール」などの行事も。異年齢や他校の生徒との交流を通じて、自主性や協調性な
ど生きる力を育んでいます。

黒木瑠奈さん
（高校2年生）

｜女の子の参加も大歓迎｜

※「遊創塾」とは小学5・6年生を対象にリーダーの心構えや子ども会活動で使えるレクリエーション・創作活動などを学ぶ研修活動

赤組と黄組に分かれて玉入れ競争ゲームを楽しむ子どもたち。 組に分かれて整列。挨拶、動作の合図は全国共通。世界の仲間に通じるものも。

「カブスカウト」の最終年である小学5年生。

マッチでの火のつけ方をレク
チャー。「初めてやった」と笑顔
の小学４年生も。

ひもの結び方をきちんと知っておくことも“生きる力”に。

高さ３mほどの位置に作られた
「モンキーブリッジ」を渡る。

カブスカウトが興味ある
ものに自由に挑戦して、
隊長に認定されるともら
える「チャレンジ章」。

毎年５月には「宮崎市子ども会
砂の造形コンクール」を開催。

ジュニア・リーダーが言うことと同じことを
言い、やることは逆のことをする「言うこ
と同じ、やること逆」ゲーム。

頭と体をいっぱい使うゲームを中高生と
小学生が一緒になって楽しんだ。
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市子連会長
上野治雄さん

ボーイスカウト
宮崎3団カブ隊長

山
やまいで

出勝博さん

活動をの ぞいてみた
子ども会 ＆ボーイスカウト

ガールスカウト

遊び三昧
in 宮崎市中央公園
宮崎市子ども会育成連絡協議会

（略称：市子連）

ワクワク自然体験あそび 
in 阿波岐原森林公園

日本ボーイスカウト宮崎連盟
（宮崎第３団、第11団、第15 団）

ボーイスカウト子ども会

お問い合わせ
ボーイスカウト日本連盟
全国窓口
https://www.scout.or.jp/contact/

子どもの心と体の成長を育むところは学校や 家庭だけではありません。子ども会やボーイ
スカウト、ガールスカウトの活動もその一つ で、体験、経験からの貴重な学びを得られる
機会です。宮崎市にある3団体のイベントに 参加し、子どもたちの笑顔に触れました。

子ども会活動について教えて！

ボーイスカウト活動について教えて！

お問い合わせ
宮崎市子連事務局
TEL 32-5122（平日9:30～16:30）
m-koren@miyazaki-catv.ne.jp
http://www.miyazaki-catv.ne.jp/

与えられたお題を身
振り手振りで次の人
に伝えていく「ジェ
スチャーゲーム」。
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